
・初めての参加だったが、分かりやすく、とって
もためになりました。お話の中で、ワクワクドキドキの話がよかった。
学校の中で、PTA行事を楽しくできるように保障できる場をつくってい
きたいと思いました。

・日頃、経験的感覚的に感じていた事象が論理的に説明されることで、
スッと腑に落ちたと同時に、人間としての本能や習性のようなものは、
とても大切なことだと感じました。

・講演内容が、現場の声に基づいた分析ということで、非常に身近に
感じ、大変参考になりました。PTAとして、子どもたちのために何がで
きるのか、この研修を参考に考えていきたいです。
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講 師

令和4年度東毛地区PTA研修会が、6／11（土）に邑楽町中央公民館『邑
の森ホール』で、東毛地区の小・中・特別支援・義務教育学校の単位ＰＴＡ
役員を対象に実施されました。講演会では、仮説的提案を投げかけながら、
WITHコロナ、POSTコロナ時代を、育ち学ぶ、子どもの健やかな成長について、
お話しいただきました。
本研修会は８１名の方に御参加いただきました。大変ありがとうございま
した。


